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いつもの小径に漂う金木犀 

遠く見える山々は錦の支度に忙しく 

昔日の面影残し、薄紅化粧 

おどる国文祭イベント…………………………………… Ｐ2～3 

後期高齢者医療制度……………………………………… Ｐ4 

９月議会 ……………………………………………………Ｐ5 

平成18年度特別会計決算状況…………………………… Ｐ6～7 

守れ人権　許すな差別…………………………………… Ｐ13 

情報ＮＯＷ………………………………………………… Ｐ14～18

人　口 32,931人 （+11） 

　男　 15,841人 （＋4） 

　女 17,090人 （＋7） 

世帯数 11,743戸 （＋８） 

15歳未満 5,422人 （＋６） 

65歳以上 4,799人 （+15） 

平均年齢 39.82歳 

 

今月の主な記事 

平成19年９月末現在（　）内は前月比 

枯葉が多くなった桜づつみ公園 
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○史跡ウォーク 

　守護町勝瑞歴史ウォーク ～兵どもが夢の跡～ 

　開催時間　午後１時～３時 

勝瑞館跡 → 勝瑞城跡 → 渡し → 伝持明院跡 →

堤跡 → 伝見性寺跡 → 地福寺 → 馬木の道標 → 

大麻街道 → 守護館跡推定地 → 西町 → 船戸 → 

北千間堀 → あみだ橋の板碑 → 妙蓮寺跡 → 

正貴寺跡 → 讃岐街道 → 観音寺 → 勝瑞館跡

（所要時間：約２時間、全行程：約５㎞） 
 

○発掘現場の見学 

　開催時間　午前10時～午後４時 

○発掘現場説明 

　開催時間　第１回　午前10時～１１時 

　　　　　　第２回　午後３時～４時 

○昔の遊び 

　開催時間　午前10時～午後４時 

　内　　容　竹とんぼ遊び、竹とんぼ作り、 

　　　　　　独楽回し、スゴロク、羽根つき、 

　　　　　　蹴鞠 

　開催場所　勝瑞館跡発掘現場周辺 

○蹴鞠大会 

　開催時間　午前10時～正午　　 

　開催場所　勝瑞館跡発掘現場周辺 

○茶　　会　  要入場整理券 

　開催場所　勝瑞館跡発掘現場周辺 

＊当日は、出店がならびます。また、正午頃には

蕎麦米汁が振る舞われます。 

記念講演　午後１時～２時30分 

　　「よみがえる三好氏の文化」 

　　講師：小和田　哲男氏（静岡大学教授） 

パネルディスカッション 

　　午後２時40分～４時30分 

　　〔コーディネーター〕 

　　　須藤茂樹氏（徳島市立徳島城博物館学芸員） 

　　〔パネリスト〕 

　　　小和田哲男氏（静岡大学教授） 

　　　福家　清司氏（文化庁主任調査官） 

　　　福原　健生氏（徳島造園学会主宰） 

　　　重見　高博氏（藍住町教育委員会学芸員） 

開催場所 

　　藍住町コミュニティセンター　町民シアター 

参 加 費　無料 　要入場整理券 

 

 

 

開催場所　藍住町コミュニティセンター 

展示解説　10月21日（日）午後２時から 

　　　　　10月28日（日）午後４時30分から 

展示構成 

　１　三好氏の歴史 

　２　埋もれていた戦国城下町 

　３　戦国大名のくらし 

　４　よみがえる三好氏の文化 

　５　映像展示（徳島大学との共同研究により作

成した勝瑞の復元映像を展示します。） 

戦国浪漫・勝瑞探訪 
～よみがえる三好氏の文化～ 

勝瑞フェスティバル 10/27 土 シンポジウム 10/28 日 

企画展示 10/13 土 ～28 日 

参加費無料 
要入場整理券 

　室町時代から戦国時代にかけて、畿内と直結した文化都市として発達し

た勝瑞。 

　特に、戦国時代の阿波国主三好義賢は、茶人武将としても有名で、堺

の豪商などを招いてたびたび茶会を催しており、そうした文化的活動の

一端が発掘調査によってよみがえってきました。 

　シンポジウムや企画展示を行い、三好氏の文化的活動、特に茶の湯の

文化を紹介すると共に、現地では発掘現場見学や史跡ウォークなどを開

催します。当時の勝瑞を体感してください。 
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●問  第２２回国民文化祭藍住町実行委員会事務局（� 637・3128）

○藍染作家による藍染めセミナー 

　場所　緑の広場管理棟 

　①午前９時30分から　　講師　矢野藍秀氏（藍染作家） 

　②午前11時から　　　　講師　原田史郎氏（藍染作家） 

○シンポジウム　基調講演「藍と文化と吉野川」 

　場所　藍住町コミュニティセンター　町民シアター 

　　　　午後１時から 

　講師　三好　昭一郎氏（元藍の館館長・文学博士） 

○パネルディスカッション 

　テーマ　藍を染めるひと、売るひと、着るひと 

　場所　　藍住町コミュニティセンター　町民シアター 

　　　　　午後１時４５分から　 

　コーディネーター 

　　　富山　弘基氏（「染織と生活社」元編集長・きもの学会常任理事） 

　　パネリスト 

　　　市田ひろみ氏（服飾評論家） 

　　　諏訪　好風氏（野乃花染工房　主宰） 

　　　伊藤　廣明氏（京ごふく（株）ゑり善取締役商品部長） 

シンポジウム「藍と文化と吉野川」 
～お帰りなさい　阿波藍の郷へ～ 

藍フェスティバル 
～来て　見て　楽しんで　染まってみいへんで～ 

 11/３ 土 
要入場整理券 

要入場整理券 

開催時間　午前９時～午後４時 

開催時間　午前９時～午後５時（※最終日午後４時まで） 

○公募作品展 

　全国から募集した藍染め作品を展示します。 

　開催期間　10月27日（土）～11月４日（日） 

　開催場所　武道館・勤労女性センター 

○招待作家による特別展示 

　秋山精子氏（藍染研究家）、佐藤光夫氏（陶芸家）、

　原田史郎氏（藍染作家）、古庄紀治氏（藍染作家）、

　矢野藍秀氏（藍染作家） 

　開催期間　11月２日（金）～４日（日） 

　開催場所　藍住町コミュニティセンター 

○全国阿波藍染織作家協会展 

　開催期間　10月27日（土）～11月４日（日） 

　開催場所　武道館 

○藍染め体験コーナー、紅花染め体験コーナー 

　　　（友好都市の山形県河北町の協力） 

開 催 日　11月４日（日） 

開催場所　緑の広場管理棟前 

開催時間　午前10時から（先着順） 

○藍を使った「かかし」コンクール 

開 催 日　11月４日（日） 

開催場所　緑の広場 

開催時間　午前10時から 

○藍の歴史探検ツアー 

開 催 日　11月４日（日） 

開催時間　①午前10時から 

　　　　　②午後２時から 

10/27 土 ～ 11/4  日 

国文祭まで 

あと12日 
だよ 
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現在 
健康保険被保険者証 
老人医療受給者証 

平成20年 
４月から 

後期高齢者医療被保険者証　１枚 
 
 

一般の方……………………１割負担 

現役並の所得のある方……３割負担 

２枚 

藍寿苑給食 来年4月から民間委託 藍寿苑給食 来年4月から民間委託 

老人保健制度が平成20年4月から後期高齢者医療制度に変わります 

　これまで，国民健康保険，健康保険組合や共済組合などの医療保険制度に加入しながら「老人保健

制度」で医療を受けていた方は，平成20年４月から新たな医療保険制度となる『後期高齢者医療

制度』で医療を受けることになります。 

　後期高齢者医療制度の運営は，徳島県内すべての市町村が加入する「徳島県後期高齢者医療広域連

合」が行います。 

 
　対象となる方

 
◎徳島県内に居住する75歳以上の方 
◎65歳以上75歳未満のねたきり等一定の障害があり広域連合長が認定した方 

 
　病院等で提示する被保険者証

 

 

 

 

 

 　病院等の窓口での自己負担 

 

　 

 

※　給付や保険料に関することは、該当者に個人通知します。 

　町では集中改革プランに盛り込んだ給食業務の民間委託を最も効率的で業務の質の高い

ものとするため、給食民間委託推進協議会を設け、様々な課題や問題点を整理しながら、

検討を重ねてきました。 

　その結果、平成20年度から藍寿苑給食業務の民間委託を始

めることとし、このほど第６回推進協議会で、計画の最終案

を取りまとめ「藍寿苑給食民間委託基本計画」を策定しました。

また、議会にもその内容を説明しました。 

　この計画書の詳しい内容は町ホームページまたは企画調整

課窓口でご覧いただけます。 

藍寿苑給食 来年4月から民間委託 

●問  企画調整課（� 637・3124）

●問  保健衛生課（� 637・3115）
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　平成19年第３回議会定例

会は９月10日に開会し、町

長提案の９議案と議員提案

の３議案を原案のとおり可

決し、20日に閉会しました。

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会９月議会
　
　
　

日　

上
程
議
案
等　

◆
平
成　

年
度
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
事
業

１８

会
計
決
算
の
認
定
（
別
記
報
告
）

◆
同
老
人
保
健
事
業
会
計
決
算
の
認
定
（
別

記
報
告
）

◆
同
介
護
保
険
事
業
会
計
決
算
の
認
定
（
別

記
報
告
）

◆
同
藍
寿
苑
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計
決
算

の
認
定
（
別
記
報
告
）

◆
同
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
（
別
記
報
告
）

◆
同
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
（
別
記

報
告
）

◆
平
成　

年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

１９

（
歳
入
歳
出
と
も
に
７
千
２
百
万
円
増
額

し
、
予
算
の
総
額
を　

億
６
千
２
百
万
円

８４

と
す
る
）

◆
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
藍
住
町
長
の

資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
（
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
及
び
証
券

取
引
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
）

〈
報
告
〉

◆
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
を
説
明
す
る

書
類
の
提
出   　
　
　

（
以
上
町
長
提
案
）

                                                 　
　

　
　
　

日　

一
般
質
問

　

小
川
幸
英
議
員
、
古
川
義
夫
議
員
、
永
浜

茂
樹
議
員
、
喜
田
敏
夫
議
員
、
西
岡
恵
子
議

員
、
林
茂
議
員
の
６
氏
が
登
壇
、
行
政
全
般

に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
一
般
質

問
の
内
容
は　

月
発
行
予
定
の
「
議
会
だ
よ

１１

り
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
　
　

日　

上
程
議
案
等

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の

同
意
（
山
田
俊
昭
氏
を
再
任
）（
町
長
提
案
）

◆
藍
住
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

（
議
員
定
数
の
削
減
に
伴
う
常
任
委
員
会

の
名
称
及
び
委
員
の
定
数
等
の
改
正
）

◆
道
路
整
備
の
推
進
と
道
路
財
源
の
確
保
に

関
す
る
意
見
書

◆
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に
関
す
る
意

見
書
（
請
願
採
択
）（
以
上
議
員
提
案
）

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
（
町
長
か

ら
の
諮
問
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

再
任　

山
田　

俊
昭　

氏　
　

歳　

奥
野

６４

　

任
期
は
、
平
成　

年　

月　

日
〜
平
成　

１９

１０

１２

２２

年　

月　

日

１０

１１

　

教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
長長長長長長長長長長
をををををををををを
再再再再再再再再再再
任任任任任任任任任任

教
育
委
員
長
を
再
任

　

９
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
定
例
教
育

２５

委
員
会
で
、
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委

員
長
に
奥
村
康
人
氏
（
奥
野
）
を
互
選

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成　

年　

月
１
日
〜
平
成

１９

１０

　

年
９
月　

日

２０

３０

人
権
擁
護
委
員
に
中
野
氏

　
　

月
１
日
か
ら
、
新
し
く
中
野
稔

１０
氏
（
笠
木
）
が
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
間
が
幸
福

な
人
生
を
送
る
う
え
で
、
最
も
大
切

な
権
利
で
あ
る
人
権
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

中
野　

稔 
氏

　

笠
木
字
中
野　

番
地

５１

　
　
　
　

（
� 
６
９
２
・
２
０
４
１
）

  
任
期
は
、
平
成　

年　

月
１
日
〜

１９

１０

平
成　

年
９
月　

日

２１

３０

14

一
般
会
計　
　

７
千
２
百
万
円
を
補
正

10

20
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老人保健１人当たりの医療費

平成18年度  特別会計決算状況 
国民健康保険事業 

老 人 保 健 事 業  

介 護 保 険 事 業  

歳　　入 
2,679,612,498円 

国民健康保険税 
700,108,769円（26.1％） 

国庫支出金 
667,074,457円 
（24.9％） 

療養給付金療養給付金 
660,482,457円（24.7％） 

県支出金 
101,677,597円 
（3.8％） 

繰入金 
167,578,624円（6.3％） 

繰越金 
219,724,097円（8.2％） 

共同事業・その他 
162,966,497円 
（6.0％） 

歳　　出 
2,391,405,640円 

保険給付金保険給付金 
1,642,818,854円 
（68.7％） 

老人保健拠出金 
345,255,744円（14.4％） 

総務費 
19,997,412円（0.8％） 

保健事業費 
20,753,999円（0.9％） 

介護納付金  148,075,152円（6.2％） 
共同事業・その他  214,504,479円（9.0％） 

保険給付金 
1,642,818,854円 
（68.7％） 

歳　　入 
1,784,229,654円 

支払基金交付金 
951,831,897円 
（53.3％） 

県支出金 
136,538,466円（7.7％） 

一般会計繰入金 
132,000,000円（7.4％） 

繰越金 
20,018,685円（1.1％） 

諸収入 
4,257,881円 
（0.2％） 

歳　　出 
1,764,421,524円 

諸支出金  21,871,092円（1.2％） 

医療諸費 
1,742,550,432円 
（98.8％） 

国庫負担金国庫負担金 
539,582,725円（30.2％） 
国庫負担金 
539,582,725円（30.2％） 

歳　　入 
1,580,233,420円 

介護保険料 
290,989,090円（18.41％） 

負担金 
21,069,212円 
（1.33％） 

国庫支出金国庫支出金 
345,778,825円 
（21.88％） 

県支出金県支出金 
214,025,547円（13.54％） 

繰入金 
231,095,000円（14.62％） 

繰越金  
56,685,376円（3.59％） 

その他 83,870円（0.02％） 

サービス収入7,307,500円（0.46％） 

歳　　出 
1,482,500,222円 

諸支出金  52,977,156円（3.57％） 

財政安定化基金拠出金 
1,507,765円（0.10％） 

地域支援事業費 21,079,483円（1.42％） 

介護サービス事業費 9,590,219円（0.65％） 
総務費  24,242,565円（1.64％） 

介護認定審査会費 
32,607,762円 
（2.20％） 

介護給付費介護給付費 
1,340,495,272円 
（90.42％） 

支払基金交付金支払基金交付金 
413,199,000円（26.15％） 

介護給付費 
1,340,495,272円 
（90.42％） 

国庫支出金 
345,778,825円 
（21.88％） 

県支出金 
214,025,547円（13.54％） 

支払基金交付金 
413,199,000円（26.15％） 

療養給付金 
660,482,457円（24.7％） 

県下平均C　町B　町A　町藍住町 対前年度比対前年度比対前年度比対前年度比対前年度比
101.64281,23397.87239,967100.97217,71496.75250,84098.47216,719若 人
101.95430,24186.09386,75793.54402,59195.34412,32297.53426,963退職者等
100.83816,738114.13810,046107.03880,081102.48747,309108.66810,202老 人

平成18年度一人当たりの医療費（近隣町村との比較） （単位：円・％）

金　　　額区　　　　　分

2,679,612,498円歳 入 総 額1.

2,391,405,640円歳 出 総 額2.

288,206,858円歳 入 歳 出 差 引 額3.

0円継続費逓次繰越額

翌年度へ繰越
すべき財源
4.

0円繰越明許費繰越額

0円事故繰越し繰越額

0円計

288,206,858円実 質 収 支 額5.

0円
実質収支のうち地方自治法第233条
の２の規定による基金繰入金
6.

実質収支に関する調書

金　　　額区　　　　　分

1,784,229,654円歳 入 総 額1.

1,764,421,524円歳 出 総 額2.

19,808,130円歳 入 歳 出 差 引 額3.

0円継続費逓次繰越額

翌年度へ繰越
すべき財源
4.

0円繰越明許費繰越額

0円事故繰越し繰越額

0円計

19,808,130円実 質 収 支 額5.

0円
実質収支のうち地方自治法第233条
の２の規定による基金繰入金
6.

実質収支に関する調書

対前年度比平成18年度

105.9％807,335円藍 住 町

106.9％792,583円A 町

107.6％899,594円B 町

102.8％768,667円C 町

100.4％819,747円県 下 平 均

１人当たりの介護給付費

金　　　額区　　　　　分

1,580,233,420円歳 入 総 額1.

1,482,500,222円歳 出 総 額2.

97,733,198円歳 入 歳 出 差 引 額3.

0円継続費逓次繰越額

翌年度へ繰越
すべき財源
4.

5,880,000円繰越明許費繰越額

0円事故繰越し繰越額

5,880,000円計

91,853,198円実 質 収 支 額5.

0円
実質収支のうち地方自治法第233条
の２の規定による基金繰入金
6.

実質収支に関する調書

施設介護居宅介護

3,428,0511,177,167藍 住 町

3,413,8331,015,497A 町

3,455,3881,116,117B 町

3,254,1531,135,769C 町
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平成18年度  特別会計決算状況 
藍 寿 苑 事 業  

下 水 道 事 業  

水 道 事 業  

歳　　入 
625,396,150円 

繰入金 
63,930,000円 
（10.2％） 
繰越金 
26,013,187円 
（4.2％） 

県支出金 
4,900,000円 
（0.8％） 

諸収入 15,752,963円（2.5％） 

国庫支出金 
121,600,000円 
（19.4％） 

介護給付費介護給付費 
196,028,816円 
（59.27％） 

特養特養ホーム事業費ム事業費 
260,170,810円 
（85.21％） 

予防給付費　546,938円（0.17％） 

デイサービス事業費 
30,098,551円（9.86％） 

利用者負担金 
41,684,226円（12.6％） 

使用料手数料 
46,000円（0.01％） 

一般会計繰入金　 
74,826,000円（22.62％） 

前年度繰越金　17,360,396円（5.25％） 
雑収入　243,900円（0.07％） 

歳　　出 
584,435,546円 

歳　　入 
330,736,276円 

歳　　出 
305,320,561円 

諸支出金  34,378,921円（5.9％） 総務費  20,010,556円（3.4％） 

建設費 
530,046,069円 
（90.7％） 

町債  393,200,000円 
（62.9％） 

収益的収入（税抜） 
477,440,926円 

給水利益給水利益 
448,034,951円（93.8％） 

分担金収益 
15,215,260円（3.2％） 

受託工事収益 
12,643,089円（2.6％） 

その他営業収益 
1,547,626円（0.4％） 

収益的支出（税抜） 
319,314,745円 

企業債利息  23,070,513円（7.2％） 
資産減耗費 
1,975,160円（0.6％） 

その他営業費用 
929,001円 
（0.3％） 

原水及原水及び浄水費び浄水費 
63,825,008円（20.0％） 

配水及び給水費 
40,796,312円（12.8％） 

受託工事費 
10,582,198円（3.3％） 

総係費総係費 
64,837,807円（20.3％） 

減価償却費減価償却費 
113,298,746円 
（35.5％） 

給水利益 
448,034,951円（93.8％） 

総係費 
64,837,807円（20.3％） 

減価償却費 
113,298,746円 
（35.5％） 

原水及び浄水費 
63,825,008円（20.0％） 

資本的収入（税抜） 
63,783,800円 

工事負担金工事負担金 
23,683,800円（37.1％） 

資本的支出（税抜） 
334,134,141円 

固定資産取得費  94,240,053円（28.2％） 

給水設備工事 
7,688,837円（2.3％） 

企業債 
122,118,801円（36.6％） 

配水設備工事配水設備工事 
110,086,450円 
（32,9％） 

工事負担金 
23,683,800円（37.1％） 

配水設備工事 
110,086,450円 
（32,9％） 

1.収益的収支の内訳 2.資本的収支の内訳 

給水人口　32,908人　　給水戸数　10,143戸　　年間総配水量　4,685,628t　　有収率　91.44％ 

企業債企業債（借換債借換債） 
40,100,000円 
（62.9％） 

企業債（借換債） 
40,100,000円 
（62.9％） 

県補助金  0円（0％） 

居宅介護支援事業費　242,928円（0.08％） 
公債費　14,808,272円（4.85％） 

介護給付費 
196,028,816円 
（59.27％） 

特養ホーム事業費 
260,170,810円 
（85.21％） 

金　　　額区　　　　　分

625,396,150円歳 入 総 額1.

584,435,546円歳 出 総 額2.

40,960,604円歳 入 歳 出 差 引 額3.

0円継続費逓次繰越額

翌年度へ繰越
すべき財源
4.

21,040,000円繰越明許費繰越額

0円事故繰越し繰越額

21,040,000円計

19,920,604円実 質 収 支 額5.

0円
実質収支のうち地方自治法第233条
の２の規定による基金繰入金
6.

実質収支に関する調書

繰越明許費繰越金 21,040,000円

内訳　国庫補助金 　　　　　　0円

起　　　債 　　　　　　0円

一 般 財 源　　21,040,000円

金　　　額区　　　　　分

330,736,276円歳 入 総 額1.

305,320,561円歳 出 総 額2.

25,415,715円歳 入 歳 出 差 引 額3.

0円継続費逓次繰越額

翌年度へ繰越
すべき財源
4.

0円繰越明許費繰越額

0円事故繰越し繰越額

0円計

25,415,715円実 質 収 支 額5.

0円
実質収支のうち地方自治法第233条
の２の規定による基金繰入金
6.

実質収支に関する調書



8広報あいずみ ■ �   No.759

指定ごみ袋無償配付事業がスタート 

　
　
　
　
　

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

　

町
で
は
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と

町
職
員
が
協
力
し
て
、
道
路
、
公
園
の
清

掃
活
動
を
し
な
が
ら
、「
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
」
や
「
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放
置
」
の
防

止
を
呼
び
か
け
る
活
動
を
行
い
ま
す
。
環

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

活
動
実
施
期
間　
　

月
１
日
〜　

日

１１

３０

活
動
実
施
日　
　

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
〜
５
時

活

動

場

所　
　

正
法
寺
川
公
園
・
東
中

富
桜
づ
つ
み
公
園
・
各
小
・
中
学
校
周

辺
活

動

内

容　
　

町
職
員
と
協
力
し
、
道

路
、
公
園
の
清
掃
活
動
を
行
い
な
が
ら

空
き
缶
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
、
犬
の

ふ
ん
害
防
止
な
ど
の
呼
び
か
け
を
行
う
。

申
込
期
限　
　

月　

日
（
木
）

１０

２５

●問
 
 
生
活
環
境
課（

�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

　

９
月
１
日
か
ら
指
定
ご
み
袋
制
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
み

の
分
別
や
減
量
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
指
定
ご
み
袋
制
を
導

入
す
る
に
あ
た
り
、
家
計
に
対
す
る
負
担
割
合
が
高
い
生
活
弱
者
や
日
常
的

に
紙
お
む
つ
を
使
用
し
、
一
般
家
庭
よ
り
多
く
の
ご
み

を
排
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
帯
を
対
象
に
燃
や

せ
る
ご
み
の
指
定
袋
を
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
無

２０

償
交
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
対
策
（
子
育
て

支
援
）
の
一
環
と
し
て
、
新
生
児
か
ら
１
歳
未
満
の
乳

児
が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
本
年　

月
１
日
か
ら
無

１２

償
交
付
を
実
施
し
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
の
指
定
ご
み
袋
制
に

併
せ
、
地
域
の
ご
み
集
積
所
の
悪
い
場

所
で
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
町
職
員　

人
で

６０

氏
名（
フ
ル
ネ
ー
ム
）の
記
入
の
な
い
袋

に
は
目
的
を
説
明
し
記
入
し
て
も
ら
う

な
ど
、
正
し
い
ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

乳
児
の
紙
お
む
つ
用　
　

月
１
日
か
ら
支
給

12

清

潔

で

美

し

い

町

に

　

＊
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
許
可
業
者
一
覧
表
」（
Ｐ
６
）
の

　

（
有
）昭
和
興
産
の
電
話
番
号
が（
�
６
９
２
・
８
１
９
９
）に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

 
対
象
世
帯
と
交
付
方
法

○　
　

月
１
日
以
降
、
出
生
届
を

１２
さ
れ
る
保
護
者
世
帯
は
、
出
生

届
時
に
住
民
課
で
交
付
し
ま
す
。

○　
　

月　

日
以
前
に
出
生
届

１１

３０

を
出
さ
れ
た
方
で
、
平
成　

年
１８

　

月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た

１２乳
児
の
保
護
者
世
帯
は
、
子
育

て
支
援
事
業
藍
住
町
指
定
ご

み
袋
無
償
交
付
券
を　

月
上
旬
に
送

１２

付
し
ま
す
。
福
祉
課
窓
口
で
指
定
ご

み
袋
と
引
き
替
え
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
交
付
券
は
３
月　

日
期
限
で
す

３１

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○　

無
償
交
付
は
、
交
付
要
件
ご
と
に

一
定
数
量
と
な
り
ま
す
。

○　

新
生
児
に
対
す
る
交
付
事
業
以
外

の
無
償
交
付
の
詳
細
は
２
月
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
しししししししししししししししししししし
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

ご
み
出
し
ル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ー
ル
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¥
¥
¥
¥
¥

　

７
月　

日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地

１６

震
で
は
、　

人
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
り
ま

１１

し
た
。
こ
の　

人
の
う
ち
、
９
人
が
家
屋
の

１１

倒
壊
に
よ
る
圧
死
で
あ
り
、
建
物
の
耐
震
化

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
犠
牲
で
し
た
。

　

本
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
被
害
を
な
く
す

た
め
に
、
昭
和　

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

５６

造
住
宅
に
つ
い
て
、
耐
震
化
を
進
め
る
た
め

の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

少
な
い
個
人
負
担
で
、
お
住
ま
い
の
建
物

の
耐
震
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
事
業
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●問
 
 
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

　

町
で
は
、
臨
時
職
員
登
録
の
受
付
を
行
い

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必
要
に

応
じ
て
臨
時
職
員
等
と
し
て
雇
用
し
ま
す
。

１　

職
務
内
容

一
般
事
務
、
看
護
師
（
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）、
保

育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
調
理
員
、
介
護
員
、

作
業
員
（
ゴ
ミ
収
集
・
発
掘
作
業
）
な
ど

２　

資　
　

格　
　

看
護
師
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
に
つ
い
て

は
資
格
を
有
す
る
方

看
護
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭　
　

才
未
満

６０

一
般
事
務
・
調
理
員
・
介
護
員　
　

才
未
満

６５

作
業
員　
　
　
　

原
則
と
し
て　
　

才
未
満

７０

※　

藍
住
町
の
町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税

の
滞
納
が
な
い
こ
と

３　

賃　
　

金
〈　

年
度
参
考
・
日
額
〉

１９

　

６
、４
０
０
円
…
一
般
事
務
、
調
理
員
、
介

護
員
、
発
掘
作
業
員

　

７
、０
０
０
円
…
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

　

８
、５
０
０
円
…
看
護
師
、ゴ
ミ
収
集
作
業
員

４　

登
録
有
効
期
間

 　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２０

２１

月　

日
ま
で

３１
５　

採
用
時
期

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
、
必
要
に
応
じ

２０

て
随
時

６　

登
録
方
法

 
市
販
の
履
歴
書
１
通
（
写
真
貼
付
の
も
の
）

お
よ
び
「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意
書
」

平
成　

年
度　

臨

時

職

員

募

集

２０

を
総
務
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
臨
時
職
員
登
録
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
看
護
師
に
つ

い
て
は
、
資
格
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

履
歴
書
に
は
、
希
望
職
種
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意
書
」
の

様
式
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

７　

受
付
期
間

　
　

月　

日（
木
）
〜　

月　

日（
金
）

１０

１８

１１

１６

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分（
土
・

３０

１５

日
・
祝
日
を
除
く
。）

８　

採
用
方
法　

　

書
類
選
考
及
び
面
接
（
採
用
す
る
場
合
の

み
連
絡
し
ま
す
。）

９　

そ

の

他

・
平
成　

年
度
中
に
登
録
さ
れ
た
方
に
つ
い

１９

て
も
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は　

年
度
も
新
し

２０

く
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
提
出
い
た
だ
い
た
履
歴
書
は
返
却
で
き
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

お
問
い
合
わ
せ

10
 
〒
７
７
１
―
１
２
９
２   

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
矢
上
前　

番
地
１  

５２

総
務
課
（
� 
６
３
７
・
３
１
１
１
）

　
　

月
は
、
町
県
民
税
（
３
期
）
と

１０
国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）
と
介
護

保
険
料
（
４
期
）
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、　

月　

日
で
す
。

１０

２５

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

【
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
】 

●
便
利
で
す
。

　

納
期
限
に
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
、
納
期
ご
と
に
支
払
い
に
行

く
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。  
納
期
限
や

納
め
忘
れ
を
気
に
す
る
こ
と
も
な
く
、
確

実
に
納
め
ら
れ
ま
す
。

●
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

　

○
納
付
書   
○
預
金
通
帳   
○
通
帳
印

を
持
っ
て
、
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
役
場

税
務
課
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
解
約
を
す
る
ま

で
自
動
的
に
振
替
ま
す
。 

●問
 
 
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

　

平
成　

年
度
戦
没
者
追
悼
式
を　

月　

日

１９

１１

１１

（
日
）
午
前　

時
か
ら
町
民
シ
ア
タ
ー
（
役

１０

場
４
階
）
で
行
い
ま
す
。

　

新
し
く
藍
住
町
に
転
入
さ
れ
た
戦
没
者
遺

族
の
方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●申
 

・
●問
 
  
福
祉
課
（
� 
６
３
７
・
３
１
１
４
）

戦
没
者
追
悼
式　
 
〜　

月　

日
〜

１１

１１

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
耐
震
改
修
を
し
ま
せ
ん
か
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吉
野
川
下
流
域
農
地
防
災
事
業
南
部
幹
線
水
路

吉
野
川
下
流
域
農
地
防
災
事
業
南
部
幹
線
水
路 

（
富
（
富
吉
工
区
そ
の
１

吉
工
区
そ
の
１
）工
事
工
事 
吉
野
川
下
流
域
農
地
防
災
事
業
南
部
幹
線
水
路 

（
富
吉
工
区
そ
の
１
）工
事 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　

建
退
共
制
度 

奥野字前川バイパス道路供用開始 
11月１日から 

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談　
　
　
　

○
予
約
申
込
（
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
）

　

平
日　

午
前
８
時　

分
〜
９
時　

分

３０

３０

　
　
　
　

午
後
４
時　

分
〜
５
時　

分

１５

１５

　

毎
週
月
曜
日　

午
後
５
時　

分
〜
７
時

１５

ま
で
時
間
を
追
加

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

＊
予
約
を
受
付
す
る
際
に
は
、
氏
名
、
基

礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
等

に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●申
 

・
●問
 
 
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所　

　
　
　
　
　
　

（
� 
６
５
５
・
０
２
０
０
）

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
の
た

め
に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う

法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現
場
で
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
方

掛
金　

日
額
３
１
０
円

●問
 
 
建
退
共
徳
島
支
部

（
�
６
２
２
・
３
１
１
３
）

建
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.k
e
n
ta
ik
y
o
.ta
isy
o
k
u
k
in
.

g
o
.jp
/

１　

工
事
区
域　

下
図
参
照

２　

工
事
期
間　

平
成　

年
3
月
ま
で（
予
定
）

20

３　

工
事
概
要　

管
渠
推
進
工

　
　
　
　
　
　
　

（
延
長
約
６
４
０
ｍ
）

　

工
事
期
間
中
は
、
工
事
区
域
内
で
、
町
道

の
片
側
通
行
等
の
交
通
規
制
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
や
道
路
を
通
行
さ

れ
る
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●問
 
 ○

施
工
者

　

青
木
あ
す
な
ろ
建
設
�
農
政
富
吉
作
業
所

　
　
　
　
　
　
　

（
� 
６
９
３
・
２
８
５
８
）

○
発
注
者　

中
国
四
国
農
政
局
四
国
東
部
農

地
防
災
事
務
所　

（
� 
６
７
２
・
５
２
５
２
）

○
建
設
産
業
課　

（
� 
６
３
７
・
３
１
２
２
）

　

県
が
工
事
を
進
め
て
い
る
奥
野
字
前
川
バ
イ
パ
ス
道
路
を
、　

月
１
日
に
供
用

11

開
始
を
す
る
予
定
で
す
。

　

通
行
方
法
に
つ
い
て
は
左
の
地
図
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

県
徳
島
土
木
事
務
所
・
建
設
産
業
課



11 　　　　  No.759 ■ 広報あいずみ

2009

　
10
月
１
日
か
ら
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
『
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
』
の

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
10
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
３
か
月
間
共
同
募

金
運
動
を
行
い
ま
す
。
地
域
の
駐
在
員
さ

ん
は
じ
め
、
班
長
さ
ん
並
び
に
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
は
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
共
同
募
金
運
動
の
多
様
化
を
図
る
一
環

と
し
て
、
自
販
機
型
募
金
箱
（
ハ
ー

ト
フ
ル
ベ
ン
ダ
ー
事
業
）
が
、
桜
づ
つ
み

公
園
入
り
口
向
か
い
、
富
吉
児
童
館
、
西

部
児
童
館
の
３
か
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
金
は
、
町
の
地

域
福
祉
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
利
用
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

         

　
５
月
か
ら
平
成
19
年
度
日
赤
社
費
募
集

を
行
い
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
２
、８
７
７
、６
２
０
円
を
こ
の
ほ

ど
日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
へ
全
額
納

入
い
た
し
ま
し
た
。 

　
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ん

や
関
係
団
体
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

社
会
福
祉
協
議
会 

　
10
月
は
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月

間
で
す
。
家
族
の
た
め
の
時
間
が
少

な
い
っ
て
な
ん
だ
か
、
お
か
し
く
な

い
で
す
か
？
考
え
て
み
よ
う
、
仕
事

と
家
庭
の
両
立
。 

　
　
　
　 

厚
生
労
働
省 

　
　
　
　 

財
団
法
人
21
世
紀
職
業
財
団 

仕
事
と
家
庭
、 

両
立
で
き
る
社
会
へ 

平
成
平
成
20
年
度
　

年
度
　 

徳
島
県
県
民
手
帳
予
約
受
付
中

徳
島
県
県
民
手
帳
予
約
受
付
中 

  

料
金 

 

一
冊
５
０
０
円 

平
成
20
年
度
　 

徳
島
県
県
民
手
帳
予
約
受
付
中 

  

日
赤
社
費
へ
の
ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を
!!
 

秋季全国火災予防運動 11月9日(金)から11月15日(木)
― どの住宅にも必ず住宅用火災警報器の設置が必要です ― 

　年間、6万件以上の火災が発生し、その半数以上を建物火災が占めています。 
　さらに住宅火災による死者数のうち、半数以上が就寝中の逃げ遅れによるものです。 
　そこで、2004年6月に消防法が変わり、家庭内での火災の発生をいち早くキャッチし、警報ブザーや音声によっ
て知らせる住宅用火災警報器の取り付けが義務付けられました。 
　火災警報器はいざというときに効果を発揮するものです。次のことに注意し早急に取り付けましょう。 

【設置場所】 

　各寝室と寝室がある階の階段 

　に取付が必要です。 

【警報器の種類・金額】 

　煙を感知する煙式警報器です。 

　※　住宅用警報器の悪質販売に注意しましょう。 

　[お問い合わせ]　 第一消防署（　 698・9904） 

　　　　　　　　　第二消防署（　 692・2424） 

　　　　　　　　　予　防　課（　 698・9902） 

 

家族で見直そう！わが家の防火対策 
１、たばこ 
　たばこの火は700～800℃もの高温です。 

　たばこの火は消したつもりでも完全に消えないことがあります。 

　水をかけるなどして、確実に消えたことを確認しましょう。 

注意１　灰皿にはいつも水を入れておく。 

注意２　吸い殻はこまめに捨てる。 

注意３　寝たばこは絶対にしない。 

注意４　灰皿にたばこを置いたままにしない。 

 

２、コンロ 
　台所での火災原因で最も多いのがコンロです。 

　また、高温になると口火がなくても発火してしまう天ぷら油火災

も注意が必要です。 

注意１　コンロの側を離れるときは必ず火を消す。 

注意２　コンロのまわりに物を置かない。 

注意３　古くなったガスホースは使わない。 

注意４　天ぷら油の加熱に注意をする。 

注意５　I H電磁調理器を使用の際は取扱い説明書をよく読む。 

【設置期限】 

標語　「火は見てる　あなたが離れる　その時を」 板野東部消防組合 

新　築　住　宅 

すでにお住まいの住宅 

平成18年６月１日 平成23年６月１日 

義　務　設　置 

義務設置 この間に設置しましょう 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を
!!
 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を
!!
 

　
申
込
締
切

　

月　

日（
金
）

10

19

　
●申
 
 
企
画
調
整
課

（（
��
6
3
7
・
3
1
2
4
）

6
3
7
・
3
1
2
4
）
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９
月
８
日
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
ら

関
係
者
約
150
人
が
集
ま
り
、
吉
野
川
河

川
敷
運
動
公
園
の
清
掃
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
各
自
で
ご
み
袋
を
持
ち
、
公

園
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
約
１
時
間
行
っ

た
後
、
拾
っ
た
ご
み
を
正
し
く
分
別
し

て
い
き
ま
し
た（
写
真
）。
集
め
ら
れ
た

た
く
さ
ん
の
ご
み
の
中
に
は
、
真
新
し

い
ぬ
い
ぐ
る
み
等
も
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
「
ど
う
し
て
捨
て
る
の
か
な
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
、
汗
を
流
し

て
ご
み
を
拾
う
経
験
は
、
環
境
問
題
を

身
近
に
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
自
然
を
大
切
に
す

る
心
を
養
い
、
仲
間
と
の
連
携
や
友
情
、

協
調
性
や
創
造
性
な
ど
を
育
む
こ
と
も

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
員
と
し
て
の
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
人
間
性
豊
か
に
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。 

スポーツ少年団 
アドプトプログラム 
スポーツ少年団 
アドプトプログラム 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

第　

回　

敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬
老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老
のののののののののののののののののののの
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

敬
老
の
つ
ど
い

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１３１

 　

町
内
最
高
齢
者

　
今
村
ト
ク 
さ
ん

（
徳
命
・
明
治　

年
９
月　

日
生
ま
れ
・　

歳
）

３８

１８

１０１

 　

男
性
最
高
齢
者

　
四
宮
幸
男 
さ
ん

（
徳
命
・
明
治　

年
５
月　

日
生
ま
れ
・　

歳
）

４０

２２

１００

　

９
月　

日
、
第　

回
藍
住
町
敬
老
の
つ
ど
い

１７

３１

が
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
招
待
者
や
高
井

美
穂
衆
議
院
議
員
、
木
南
征
美
県
議
会
議
員
な

ど
の
来
賓
を
含
め
、
約
５
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
当
日
は
秋
空
が
広
が
り
、
心
地
よ

い
風
が
吹
く
晴
天
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
藍
住

中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
、
北
小
学

校
の
児
童
に
よ
る
阿
波
踊
り
と
群
読
が
披
露

さ
れ
、
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
お

こ
り
ま
し
た
。
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
阿
波
踊
り
体
操
の
指
導
も
行
わ
れ
、

出
席
者
全
員
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（　

組
）、
金

２５

婚
（　

組
）
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
祝
い
状
と

６９

記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
北
小
学

校
６
年
生
の
新
開
雄
介
君
、
武
井
美
佐
さ
ん

か
ら
出
席
者
代
表
者
へ
の
花
束
が
、
同
小
６

年
生
の
北
古
賀
美
希
さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
こ

と
ば
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
招
待
者
を

代
表
し
て
吉
田
眞
造
氏
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
来
年
も
元
気
で
敬
老

の
つ
ど
い
に
出
席
し
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

藍住中学校ブラスバンド部の演奏

北小学校児童による阿波踊りの熱演

阿波踊り体操でリフレッシュ

謝辞を述べる吉田眞造氏
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藍住町スローガン 

「障害者」、「障がい者」？ 

人権標語 
藍住西小学校児童作品 

友
達
を
　
想
う
気
持
ち
が
　
大
切
だ 

６
年
　
上
野
　
一
奈 

思
い
や
り
　
い
じ
め
が
消
え
る
　
ポ
イ
ン
ト
だ 

６
年
　
奥
野
　
綾
美 

友
だ
ち
の
　
笑
顔
は
ぼ
く
の
　
た
か
ら
物 

６
年
　
大
戸
井
　
響 

な
く
そ
う
よ
　
い
じ
め
と
差
別
で
　
流
れ
る
涙 

６
年
　
田
村
　
野
乃
花 

　

最
近
、
新
聞
紙
面
や
広
報
で
、「
障
害
者
」
と
い
う
言
葉
を

「
障
が
い
者
」と
ひ
ら
が
な
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

響
き
も
意
味
も
同
じ
こ
の
言
葉
が
、
私
の
な
か
で
と
て
も
気

に
な
る
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
障
害
者
」
と
は
、
障
害
者
基
本
法
に
も
定
義
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
身
体
等
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に

制
限
を
う
け
る
人
。
そ
の
人
自
身
の
問
題
で
は
な
く
、
障
害
の

な
い
人
を
中
心
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
社
会
の
な
か
で
、
不
利
益

を
被
っ
て
い
る
人
。
こ
の
よ
う
な
考
え
で
活
動
し
て
き
た
私
に

と
っ
て
、「
害
」
だ
け
を
取
り
出
し
て
「
が
い
」
と
言
い
換
え
る

こ
と
は
、
本
来
の
意
味
も
理
解
せ
ず
に
、「
障
害
」
と
い
う
単
語

の
「
害
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
だ
け

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
つ
い
先
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
、
あ
る
障
害
者
団
体
の
啓
発
記
事
に

「
障
が
い
」
の
文
字
を
見
て
、
そ
の
趣
旨
を

う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。「
害
と
い
う
漢
字

は
、
理
屈
抜
き
で
、
感
覚
と
し
て
不
快
な
思

い
を
も
つ
方
も
い
る
の
で
仮
名
表
記
に
し
て

い
ま
す
。」
と
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
感
覚
と
し
て
不
快
…
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、

理
屈
で
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
私
に
と
っ

て
は
、
そ
れ
も
一
つ
の
考
え
だ
…
と
、
認
め

ざ
る
を
え
な
い
心
境
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
人
か
の
障
害
の
あ
る
方
々
に
も
意
見
を

う
か
が
い
ま
し
た
が
、「
差
別
用
語
と
は
と

ら
え
て
い
な
い
し
、
気
に
な
ら
な
い
。
平
仮

名
で
書
か
れ
る
と
、
か
え
っ
て
強
調
さ
れ
る

よ
う
な
気
が
す
る
。」
と
い
っ
た
意
見
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、「
害
」
の
文
字
を
使
わ
な

い
で
ほ
し
い
と
い
う
人
が
い
る
こ
と
も
、
間

接
的
に
は
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
何
ら
か
の
違
和
感
を
も
ち
な

が
ら
、
他
に
よ
い
表
現
が
見
つ
か
ら
な
い
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
「
障
害
者
」
と
い
う
言

葉
…
。
誰
も
が
納
得
の
い
く
よ
う
な
言
葉
が

あ
れ
ば
、
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、
現
実
問

題
と
し
て
、
適
当
な
言
葉
が
な
い
現
在
、「
障

害
者
」
と
「
障
が
い
者
」
が
、
私
の
な
か
で

気
に
な
る
存
在
で
あ
り
続
け
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
障
害
の
あ
る
方
か
ら
「
よ
く
「
障

害
者
」
に
対
し
て
「
健
常
者
」
と
い
う
表
現

を
す
る
け
れ
ど
も
、「
健
常
」
っ
て
何
が
基
準

に
な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。」
と
言
わ
れ
、

ま
た
一
つ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
気
に
な
る
言
葉
を
身
近
な

人
と
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
ス
ポ
レ
ク
代
表　
　

長 
江　

規 
子
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ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆　
　
　
　
 

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

　

だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
！

日　

時　
　

月　

日
（
月
）

１０

２２

　
　
　
　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

場　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

　
　
　
　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

　
　
　
　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ

参
加
費　

無
料
（
申
込
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

*
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

主　

催　

町
体
育
指
導
委
員
会
、
教
育
委
員
会

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
6
3
7
・
3
1
2
8
）

み
ん
な
で
歩
こ
う
会

　

我
が
町
の
史
跡　

　
　
　
　

訪
ね
よ
う

※
今
回
は
藍
の
館
へ
行
き
ま
す
。
約
６
㎞
の

コ
ー
ス
で
す
。

※
藍
の
館
で
昼
食
を
取
り
ま
す
。
入
館
、
藍

染
め
体
験
等
す
る
人
は
個
人
負
担
で
お
願

い
し
ま
す
。　

※
今
回
、
藍
住
歩
こ
う
会
（
藍
住
町
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
協
会
）
の
発
足
会
を
行
い
ま
す
。

日　
　

時　
　

月　

日
（
日
）

１０

２１

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時
（　

時
出
発
）

４５

１０

集
合
場
所　

緑
の
広
場
・
管
理
棟
前

参

加

費　

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

＊
９
時　

分
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
ま
す
。

４５

※
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

お
で
か
け
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

秋
の
飛
鳥
を
訪
ね
て

　
　

〜
高
松
塚
・
橘
寺
・
甘
樫
丘
〜

日　
　

時　
　

月　

日
（
土
）

１１

１０

　
　
　
　
　

午
前
６
時　

分
出
発

３０

が
あ
り
ま
す
。

受
講
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は
、
在
勤
者
で

　

歳
以
上
の
方
（
学
生
を
除
く
）

20場　
　

所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

研
修
室

定　
　

員　

各
教
室　
　

人
15

受

講

料　

3
、0
0
0
円

講　
　

師　

ク
ロ
ス
ナ
ー 
レ
ベ
ッ
カ　

申
込
期
間　
　

月　

日
（
水
）
〜　

日
（
火
）

10

17

23

※
抽
選
後
、
当
選
者
に
は　

月
５
日
（
月
）

11

ま
で
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。（
初
め
て

の
方
を
優
先
）

●問
 
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

（
�
６
３
７
・
３
１
３
０　

火
曜
日
休
館
）

教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

※
火
曜
日
の
み
、
教
育
委
員
会
で
受
付
し
ま
す
。

第　

回　

ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り

１１

　

―
ど
ん
ぐ
り
探
検
隊
集
ま
れ
！
―

日　
　

時　
　

月　

日
（
金
）

１１

２３

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場　
　

所　

ド
ン
グ
リ
ラ
ン
ド
（
高
松
市
）

集
合
場
所　

緑
の
広
場　

管
理
棟
前

参

加

費

　
　
　

大　

人　

５
０
０
円

　
　
　

子
ど
も　

３
０
０
円
（
４
歳
以
上
）

　
　
　

（
保
護
者
同
伴
に
限
る
）

募
集
人
数　

先
着　

人
５０

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
帰
着
予
定

３０

集
合
場
所　

プ
ー
ル
跡
駐
車
場

参
加
資
格　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
で　

㎞
１０

を
完
歩
で
き
る
方

募
集
人
数　
　

人
（
先
着
順
）

４０

参

加

費　

４
、０
０
０
円

申
込
期
間　
　

月　

日
（
水
）
〜　

月
２
日

１０

１７

１１

（
金
）

１　

弁
当
・
飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

２　

車
内
禁
煙
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３　

雨
天
の
と
き
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

４　

団
体
行
動
と
し
、
途
中
下
車
は
で
き
ま

せ
ん
。
歩
行
中
体
調
が
不
調
と
な
っ
た
場

合
等
は
、
バ
ス
に
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

５　
　

月
２
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い

１１
て
は
、
参
加
費
の
返
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●申
 

・
●問
 
 
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

英
会
話
教
室

受
講
期
間　
　

月　

日
（
月
）
〜
平
成　

年

11

12

20

3
月　

日
（
水
）

12

（
初
級
）
毎
週
月
曜
日　

午
後
７
時
〜
８
時

※
英
会
話
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で
す
。

（
中
級
）
毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
〜
８
時

※
一
般
的
に
用
い
る
英
会
話
の
講
座
で
す
。

※
受
講
日
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
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そ
の
他

※
バ
ス
に
乗
っ
て
行
き
ま
す
。

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

主　
　

催　

町
子
育
て
環
境
づ
く
り

　
　
　
　
　

「
あ
い
っ
こ
」

●申
 

・
●問
 
 
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

※
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

　

国
際
交
流
協
会
（I'ｓ

）

で
は
日
本
語
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

後
期
の
教
室
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。
外
国
人
の

方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

見
学
も
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

日　
　

時　
　

月　

日
か
ら　

毎
週
木
曜
日

10

11

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

場　
　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
F

参

加

費　

1
、0
0
0
円

テ
キ
ス
ト
：
み
ん
な
の
日
本
語
初
級
Ⅰ

（
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
な
い
方
は
、
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
で
す
。
2
、5
0
0
円
）

●問
 
 I'ｓ

（
国
際
交
流
協
会
）
事
務
局

（
�
6
9
2
・
9
9
5
1
）

E
-M
a
il：
a
izu
m
i_
k
o
k
u
s
a
i@
g
a
rn
e
t.n

m
t.n
e
.jp

受
講
期
間　
　

月　

日（
月
）
〜

１１

１２

　
　
　
　
　

平
成　

年
３
月　

日（
月
）

２０

３１

受
講
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は
、
在
勤
者

で　

歳
以
上
の
方
（
学
生
を
除
く
）

２０

申
込
期
間　
　

月　

日
（
水
）
〜　

日
（
火
）

１０

１７

２３

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
抽
選
後
、
当
選
者
に
は　

月
５
日
（
月
）

11

ま
で
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。（
初
め

て
の
方
を
優
先
）

※
応
募
者
が
少
数
の
場
合
は
、
講
座
を
開

催
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
各
講
座
は
、
教
材
費
と
し
て
テ
キ
ス
ト

代
・
材
料
代
等
が
別
途
に
必
要
で
す
。

※
受
講
日
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。                 

●申
 

・
●問
 
 
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
�
６
３
７
・
３
１
３
０　

火
曜
日
休
館
）

※
火
曜
日
の
み
、
教
育
委
員
会
で
受
付
し

ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

全
国
一
斉
強
化
週
間

　
　

月　

日（
月
）
〜　

日（
日
）

11

12

18

　

皆
さ
ん
、
女
性
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
ご
存

知
で
す
か
。
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
、
女
性
の
人
権
問
題

に
関
す
る
専
用
電
話
で
す
。
女
性
の
人
権
擁

護
委
員
や
徳
島
地
方
法
務
局
職
員
が
中
心
と

な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
受
付
（
�
０
５
７
０
・
０
７
０
・

８
１
０
）

○
強
化
期
間

平
日　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

30

土
・
日
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

10

○
通　
　

常

平
日　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

30

15

土
・
日
・
祝
日　

留
守
番
電
話
対
応

建
築
物
の
耐
震
相
談
（
無
料
）

を
し
ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、（
社
）
徳
島
県
建
築
士
事
務
所
協

会
に
委
託
し
て
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
１
時

平
成　

年
度　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
後
期
教
養
講
座

19

受講料定員講　師時　　　間曜　日講　座　名

3,000円20人
梅若啄志穂

午後３時～４時
第1・3土曜日

民　　　謡（　唄　）

3,000円15人午後４時～５時民　　　謡（三味線）

3,500円15人佐野　万博午後３時～５時第2・4土曜日文　化　箏（入　門）

4,000円7人
天野　宗栄

午後２時～４時（全10回）
第2・4金曜日茶　　　道（裏千家）

4,000円7人午後６時～８時（全10回）

4,500円7人福島　美佳午前１０時～正午第2・4土曜日銀　　　粘　　　土

2,000円20人田中　豊梅午後２時～４時第1・3木曜日いけばな（小 原 流）

2,000円20人美馬連秀甫午後7時30分～9時30分第2・4木曜日いけばな（嵯峨御流）

相

談

 

美
し
い
日
本
語

花 

星 藍 
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10
月
は
労
働
保
険

月
は
労
働
保
険 

　
適
用
促
進
月
間

　
適
用
促
進
月
間 

10
月
は
労
働
保
険

月
は
労
働
保
険 

　
適
用
促
進
月
間

　
適
用
促
進
月
間 

10
月
は
労
働
保
険 

　
適
用
促
進
月
間 

か
ら
５
時
ま
で
、
建
築
物
耐
震
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
建
物
の
耐
震
性
能
向
上
に

向
け
、
協
会
の
一
級
建
築
士
が
耐
震
診
断
や

改
修
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●申
 

・
●問
 
 
（
社
）
徳
島
県
建
築
士
事
務
所
協
会

（
県
建
設
セ
ン
タ
ー
５
階
）

（
�
６
５
２
・
５
８
６
２
）

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

●
精
神
障
害
者
の
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」

　
　

す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所

　
　
　
　
　
　
　

（
�
6
9
3
・
0
0
3
2
）

●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）

秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

　
　

月　

日
（
土
）
〜　

月
4
日
（
日
）

１０

27

11

　

バ
ラ
園
で
は
、
約
２
７
０
種
類
、
１
０
０

０
株
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
期
は
特
に
花
色
が
美
し
い
の
で
、
こ
の
機

会
に
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
休
日
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
緑
の
広
場
の
駐
車
場
・
町
民
プ
ー

ル
跡
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
建
設
産
業
課
（
�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
変
わ
り
ま
す
�

「
あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
な
り
ま
す
。

　

３
歳
ま
で
の
小
さ
な
子
ど
も
で
も
、 

今
ま

で
運
動
か
ら
離
れ
て
い
た
方
も
、 

ち
ょ
っ
と

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
家
族
で
、
友
達
で
、

一
人
で
も
自
由
に
楽
し
め
ま
す
。

　

初
め
て
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し

て
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
参
加
♪
「
豪
華
景
品
」

が
当
た
る
か
も
！

日　
　

時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時
か

１１

１８

ら
開
会
式

場　
　

所　

藍
住
中
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
町
民
体
育
館
他

※
詳
し
く
は
、
Ａ
Ｉ
テ
レ
ビ
等
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　

月　

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

11
●
西
小
学
校
児
童
工
芸
作
品
展

日
時　
　

月
2
日
（
金
）
〜　

日
（
水
）

11

28

●
琴
演
奏
会　

体
験
学
習

日
時　
　

月
3
日（
土
）午
前　

時
〜
午
後
4
時

11

10

●
藍
の
館
文
化
祭  
い
も
餅
接
待
（
3
0
0
人
）

日
時　
　

月
3
日　

午
前　

時　

分
か
ら

11

10

30

提
供　

観
光
物
産
協
会
特
産
品
研
究
グ
ル
ー
プ

●
琵
琶
楽
に
親
し
む
つ
ど
い

日
時　
　

月
4
日　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

11

10

●問
 
 
藍
の
館
（
�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

図
書
館
の
行
事

　
★
お
は
な
し
会

・
毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら  

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会  

　

毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日 

　
　

月　

日
（
水
）、　

月　

日
（
水
）

10

24

１1

１4

　
 
午
前　

時　

分
か
ら　

10

30

★
井
隈
読
書
会　

　
　

月
1
日
（
木
）　

午
前　

時 
か
ら

１1

10

〈　

月
の
課
題
図
書 
〉

１1
「
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し 
」

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
正
美　

著

●
休
館
日

 
毎
週
月
曜
日

 
図
書
整
理
日
…
…
…
…
… 　

／　

（
木
）

10

18

 
祝
日〈
文
化
の
日
〉
…
…
…　

／
3（
土
）

11

●問
 
 
図
書
館
（
� 
6
9
2
・
0
0
7
0
）

○ホームゲームご案内

10月21日（日）　16：00～ vs 京都サンガ F.C.

10月28日（日）　16：00～ vs セレッソ大阪

（試合会場：ポカリスエットスタジアム）

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

は
政
府
が
管
理
し
、
運
営
し
て
い
る
保

険
で
す
。

　

労
働
保
険
は
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
働
く
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
一
日
も
早
く
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
●問
 
 
徳
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室
（
�
6
5
2
・
9
1
4
3
）
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こんにちは赤ちゃん こんにちは赤ちゃん こんにちは赤ちゃん 9月 おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます 

いきいきサロンのご案内 

9月 

藍 住 俳 壇  

四
国
路
に
　
仲
睦
ま
じ
き
　
秋
遍
路 

実
松
　
　
博 

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
　
佐
渡
一
望
に
　
秋
澄
め
る 

佐
藤
　
一
子 

と
ん
ぼ
う
の
　
軽
き
が
風
に
　
真
向
ひ
ぬ 

宮
本
よ
し
子 

渋
滞
の
　
先
な
る
つ
る
べ
　
落
し
か
な 

佐
藤
　
幸
子 

山
門
の
　
立
木
仁
王
や
　
薄
紅
葉 

山
本
　
義
子 

絵
の
如
く
　
杭
に
止
ま
り
し
　
赤
ト
ン
ボ 

奥
村
　
文
子 

胸
札
に
　
面
影
合
わ
す
　
菊
の
酒 

石
川
　
恭
子 

父
や
母
　
あ
れ
ば
こ
そ
訪
う
　
山
も
み
じ 

秋
月
　
秀
月 

鈴
虫
に
　
金
の
声
ま
た
　
銀
の
声 

一
宮
チ
エ
子 

飄
々
と
　
白
く
吹
か
れ
て
　
秋
の
雲 

近
藤
　
美
代 

    

加
　
　
章 

開
発
の
　
杭
に
平
た
く
　
鬼
や
ん
ま 

紫
　
　
　
水 

近　藤　紫　水 　選 

地域の子どもは、
地域で守り育てましょう
　子どもは、私たちの宝です

　　藍住町青少年健全育成会議

　　藍住町民生児童委員協議会

　　板野西部青少年補導センター

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや

健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地域老人憩の家で開

催しますので、お気軽にご参加ください。

内　　容場　　所時　　間曜日開催日

健康チェック
ペタンク

住吉老人憩の家午前9時３０分～１１時月10月15日

健康チェック
頭の柔軟体操

東中富老人憩の家午後１時３０分～3時金10月19日

健康チェック
筋力アップ体操

乙瀬老人憩の家午前9時３０分～１１時月10月22日

健康チェック
おやつ作り

奥野老人憩の家午後１時３０分～3時月10月22日

健康チェック
筋力アップ体操

富吉老人憩の家午後１時３０分～3時月11月５日

健康チェック
筋力アップ体操

西部老人憩の家午後１時３０分～3時火11月６日

健康チェック
筋力アップ体操

東部老人憩の家午後１時３０分～3時月11月12日

年齢・住所に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

●問   社会福祉協議会 （� 692・9951）　保健センター（� 692・8658）

（住　　所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）
東中富字直道傍示真希・昌史女（こはな）心花撫養
勝瑞字西勝地友希・太志女（も　か）百花熊谷
乙瀬字青木美保・誠治男（はやと）颯人安倍
東中富字長江傍示友美子・弘樹女（み　ゆ）美優宮倉
奥野字乾英惠・�武男（そうた）奏太玉有
東中富字権現傍示亜由美・雄介女（え　な）瑛那福永
奥野字矢上前幸子・惠三女（ゆ　き）有希藍原
矢上字西尚美・芳夫女（じゅね）朱音下村
徳命字名田佳予子・誠治男（りょうた）亮汰松村
奥野字原幸子・彰亮男（しんや）真也川口
奥野字矢上前さゆり・浩司男（しょうた）翔汰青山
勝瑞字幸島由佳・英則男（しゅうと）愁翔中筋
奥野字東中須尚美・創男（そ　う）奏奥藤
矢上字春日美恵・義弘男（かなた）夏称太藤本
奥野字乾亜実・清司男（と　き）義古川
富吉字地神美穂・賢徳女（もえか）萌花植田
富吉字中新田唯・稔章女（ね　ね）寧々藤原
奥野字西中須絵美・徹女（ここな）心那吉澤
奥野字矢上前真里・克彦男（だいご）大冴坂東
乙瀬字出来地康衣・大毅男（あもん）亜門寺澤
東中富字権現傍示澄恵・幸生男（かなた）叶大板東
乙瀬字青木恵実子・公良男（もとき）元希竹村
東中富字北傍示由記・健男（る　い）留唯椙本
富吉字中新田玲子・義文男（そ　ら）輝星宮本
勝瑞字正喜地久美子・典之女（ゆ　ら）夢来吉田
笠木字西野めぐみ・栄悟女（あかり）星阿部

徳命字小塚東波子・友也女（あんな）杏渚坂部
女（ここな）心渚

住吉字神蔵紀映・繁男（のぞむ）望唐住
勝瑞字成長志保・政彰男（ゆうせい）結星越智
徳命字前須西瞳・拓也女（ゆ　ら）祐良関本
勝瑞字幸島瞳・健祐男（ゆうしん）佑真若林
勝瑞字幸島知子・年男女（み　お）美緒秋山
富吉字豊吉泰世・智久女（ゆうな）侑那黒田
奥野字原優子・匠司男（いつき）樹花本
勝瑞字正喜地絵美・誠男（しょうた）咲太森脇

（住　　所）（年　齢） （氏　名）

住吉字神蔵歳７５十亀　孝夫

奥野字猪熊歳５５逢坂　芳明

勝瑞字正喜地歳８７齊藤　實 

矢上字春日歳６４�　　秀吉

徳命字新居須歳８４田中　コマヱ

奥野字前川歳７６秋月　唯夫

徳命字小塚歳９７米田　ミノリ

徳命字元村歳６９佐渡　旦佳

徳命字前須西歳６０本城　文夫

乙瀬字出来地歳５３田中　尚子



こ
の
広
報
紙
は
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

増田クリニック 
TEL：088－693－3020
藍住町役場東500m

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科 

月 

○ 

○ 

火 

○ 

○ 

水 

○ 

○ 

木 

○ 

金 

○ 

○ 

土 

○ 

診療時間 

午前9：00～12：30 

午後2：30～ 6：30 5：30 
まで 

たなもと耳鼻咽喉科 
　　　　 クリニック 

TEL 088-683-3987（サンキューハナ） 

●携帯電話 インターネットから順番予約 

●当院ホームページ 

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科 

診療時間 月 火 水 木 金 土 

じ び いん こう か 

マルナカ成長店　南200m  エネオスはいる 

http: //www.tanamoto-clinic.jp

get1052@paa. jpへ空メール 

  8：45～12：00 

14：30～18：30
西條北島線 

はなまるうどん 

マルナカ成長店 

陸運局 

エネオス 
GS

サティア 

四国三郎橋 

N

徳島環状線 

洋服の青山 

たなもと 
耳鼻咽喉科 

国史跡「勝瑞城館跡」を三次元CGで復元 
　昨年３月から徳島大学と町が連携し取り組んでいる『国史跡「勝瑞城館跡」

を核とした藍住町まちづくり支援プログラム』の一環として16世紀後半の守護

町勝瑞の町並みや勝瑞城館跡主殿等の三次元CG（コンピューターグラフィック

ス）が作成されました。これに伴い10月１日、徳島大学平井教授らのグループ

から、町長を始めとする関係者に対し、プレゼンテーションが行われました。 

　勝瑞城館については昔の絵図などが残っていないため、どのような景

観だったかは分かっていませんが、近世初期に書かれた大工技術書「匠

明」や発掘調査の結果等をもとに復元されており、館の規模・仕様等を

推定するには、大変苦労されたとのことでした。今後の発掘調査の結果

等も、追加していくとのことです。 

　この復元映像は、国民文化祭「戦国浪漫・勝瑞探訪」の企画展示とし

て28日までコミュニティーセンター（役場４階）で展示します。主殿が建

つまでのシミュレーション画像、庭園や会所等を再現している画像はと

てもインパクトがあります。この機会にぜひ皆さんもお越しください。 

国史跡「勝瑞城館跡」を三次元CGで復元 
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